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国の取組

モデル推進区域及び推進区域を設定しアウトリーチの伴走支援の実施(新たな取組)

・2024 年度に、推進区域(仮称)の地域医療構想調整会議で協議を行い、当該区域における医療提供体制上の課題、当該課題の解決に向け
た方向性及び具体的な取組内容を含む推進区域対応方針(仮称)を策定し、2025 年度に推進区域対応方針(仮称)に基づく取組を実施する。

・2024 年度前半に都道府県当たり１～２か所の推進区域(仮称)及び当該推進区域(仮称)のうち全国に10～20 か所程度のモデル推進区域
(仮称)を設定した上で2024 年度及び2025 年度にモデル推進区域(仮称)においてアウトリーチの伴走支援を実施する。

・2024 年度及び2025 年度に、都道府県が策定した推進区域対応方針(仮称)に基づき、各医療機関の対応方針について改めて必要な検証・
見直しを行う。

都道府県の取組

医療機関の取組
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地域医療構想の進め方(案)

これまでの取り組み(継続)

（１）２０２５年に向けての課題を解決するために、これまでの取り組みを継続(強化)

・非稼働病床については、病床の廃止や他施設への転換について引き続き依頼(【具体的な対応】ヒアリングを実施)

・人口減少、医療需要の変化等を踏まえ、各医療機関の自主的な取り組みによる機能分化や役割分担の実施、共有

・対応方針の作成や共有

〇２０２５年に向けての課題
・必要病床数（５８４）に対して、２０２５年の予定病床数は８１１床。病床過剰（＋２１７）
（２０２５年の予定病床数 高度急性期：５ 急性期：３７５ 回復期：１１０ 慢性期：１５４）
・非稼働病床が３８床
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（２）「具体的対応方針」や「推進区域対応方針」を踏まえた、今後の取り組み

・「新宮保健医療圏３公立病院連絡会」を開催し、課題抽出及び解決方法について協議

※３公立病院の「連携」を目的として開催

※休止病床保有医療機関に対しても、今後の病床利用方法等の再検証を依頼
・各医療機関が策定した具体的対応方針への取り組み、実施状況を確認


